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各務原市の概要

第二次産業就業者数
３７％

中山道鵜沼宿

ホッケー王国かかみがはら

面積 ８７．８１ｋ㎡
人口 １４３，６２８人
世帯数 ６３，８８８世帯
高齢化率 ２８．９％

（R7.10.1）

かかみがはら減塩キムチ
令和3年度総務省「経済センサス-活動調査」



妊婦～乳幼児期

• 妊婦歯科健康診査

• 歯科健診・歯科相談

• フッ化物塗布事業

• 2歳児歯みがき教室

• 子ども館での口腔機

能育成講座

• 児童発達支援セン

ターでの歯科保健教

室

学童期

• 親子ふれあい

歯みがき教室

• 小学校での

歯磨き指導

成人期

• 歯周病検診

• 健康教室

高齢期

•介護予防教室（口

腔）

•通いの場等でのフレ

イルチェック

•後期高齢者歯科健診

•訪問口腔健診

•ハイリスク対象者へ

の口腔保健指導

各務原市民の歯と口腔の健康づくり推進条例（平成25年12月24日施行）

現在の取り組みと課題

各務原市の歯科保健事業

中学１年生
一人平均う歯数
令和５年：0.4本

妊婦歯科健康診査受診率
R６：52.7％

３歳児う蝕罹患率
R６：5.5％

40歳代及び50歳代の
歯周病検診受診率

H30：4.7%
R6：8.0%



歯間部清掃用具を使用する人の増加

40歳代 R1：39.4% → R6：58.9% 
50歳代 R1：32.8% → R6：58.4%

６０歳代における咀嚼良好者
「何でも噛んで食べられる人」の割合の増加

R1：74.1% →R6：77.5%

82.3%

79.5%

16.7%

20.0%

0.9%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6調査（n=1,058)

R1調査(ｎ＝810）

定期的な健康診査を受けていますか？

（２０歳以上）

はい いいえ 不明・無回答 2.1%

23.1%

51.2%

6.1%

13.9%

13.3%

1.8%

ヤング健診

国民健康保険の特定健康診査

職場の健康診査

配偶者の勤務先の家族健診

人間ドック

その他

不明・無回答

受診した健康診査の種類

（20歳以上）

健康課題の抽出

各務原市健康増進計画アンケート結果

R6調査（ｎ=871）

【健康増進計画 成果目標 （抜粋）】



企業向け健康教育（出前講座）について
～企業で健康教育や口腔チェックを実施することとなった経緯～

～R6年度
公開講座を実施

▼
聴講者の減少・固定・高齢化

R7年度
企業向け健康教育（出前講座）を
事業として実施開始

▼
保健師・栄養士・歯科衛生士が
講話可能な各分野のテーマを
取り入れ、チラシを作成

口腔チェックを取り
入れたテーマ「唾液で分かる
歯周病」を一覧に記載

▼
企業に照会

▼
健康教育の依頼を受ける
口腔チェックを実施

R5年度
岐阜県健康経営宣言企業
研修会（県主催）に参加

▼
健康経営について学ぶ
企業様との出会い

▼
R6年度
健康教育の依頼を受ける

▼
R6年9月健康教育（出前講
座）実施



企業向け健康教育（出前講座）について
～企業担当者との連携方法～

企業向け健康教育チラシ
（テーマ一覧） 当市 企業

企業向け健康教育照会 〇 ―

依頼申込 〇

事前打ち合わせ 〇 〇

資料作成 〇

従業員への連絡 〇

連絡調整 〇 〇

会場準備 会場セッティング
会場手配
投影準備

講話 〇

アンケート回答 聴講者

効果検証 〇



実施事項の紹介（流れ）

•モデル事業事務局と個別面談

•口腔チェックツールの検討

•市とモデル事業事務局で覚書を締結

モデル事業参加説

明会・個別面談

•健康教室実施企業と打ち合わせ

•口腔チェック実施方法の決定

•地域歯科医師会へ説明

関係者調整

•企業担当者と検体回収・管理方法の最終確認

•企業担当者から参加者への事前周知・説明

•当日の会場設営打ち合わせ

健康教室・口腔

チェックの実施

• 実施当日：市によるアンケート実施（満足度・

気づき等）

• 約１か月後：モデル事業事務局より企業を通じ

てアンケート実施

効果検証

6月

7月

8月

当日～
10月



健康教室実施中に
結果測定を実施

事前に、企業へ
キットと問診票を送付
当日朝、自宅で検体採取

実施事項の紹介（～当日）

会場の様子（実施企業研修センター）

健康チェック
（包括連携協定を締結した企業による）

結果の返却
・現地参加者：当日面談
・リモート参加者：後日



実施結果：対象者の状況

40歳未満 40歳以上65歳未満 65歳以上70歳未満

男性 17 23 4

女性 14 13 1
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参加者の年齢と性別

男性 女性

ｎ=72
（講義のみ参加者含む）

参加者は、男性が61.1％、女性が38.9％で、40歳以上65歳未満が最も多かった。
口腔チェック実施者のうち、48.1%が、1年以内に歯科医院を受診していた。

ｎ=54
（口腔チェック実施者）



実施結果：意識変容

ｎ＝46ｎ＝46
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タイミングではない

必要性を感じていない

自覚症状がないため

歯科医院が分からない

電話での予約が面倒

希望する時間帯の予約が取れない

診療時間が自分の都合と合わない

立地の歯科医院が見つからない

費用が心配である

通院回数や期間が不明

歯科医院への恐怖心

特に明確な理由はない

その他

なし

受診しなかった理由

実施結果：行動変容

実施後歯科受診率は32.6%であった。
受診しなかった理由として「自覚症状がない」「診療時間が自分の都合と合わない」が
多かった。

ｎ＝46

ｎ＝31



実施結果：モデル事業を通しての成果と課題

【実施概要】歯科×栄養の企業向け健康教室＋歯周病口腔チェック

【成果】

歯科講話が初めての参加者が多く、気づきとセルフケアの行動変容を喚起できた
・働き盛り世代（従来接点の薄い層）に働きかけることができた。
・参加者満足度が高く、「歯周病と全身疾患との関係性を初めて知った」

「歳を重ねても、美味しくご飯が食べられるように歯を大切にしたい」
といった気づきの声が多数あった。

・セルフケアへの短期的な行動変容が確認された。

【課題（改善点）】

「受診」への導線化が必要・企業主体化等の整備課題
・知識・セルフケア啓発は成功しているが、次段階として「受診行動」に

結びつける仕組みが必要。
・市外在住者の混在により、歯科医療機関との連携に課題。
・企業が主体となる形での実施や、市内企業への周知強化が必要。
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